第１号様式（第３条関係）木竹の伐採

（表）
景観計画区域内行為（変更）届出書

　年　　月　　日
霧島市長　様

届出者　住　　所：
　　　　　　　　　　　　　　　　        
氏　　名：
　　　　                                
電話番号：
                                  　      法人その他の団体にあっては、主たる事務所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の所在地、名称及び代表者の氏名

景観法第１６条第１項（第２項）の規定により、次のとおり届け出ます。
	行為の場所
	霧島市

	行為の期間
	着工予定日
	　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	
	完了予定日
	　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	行為の種類
	□建築物
□工作物
	□新築（設）　□増設　　□改築　　□移転
□外観変更（□修繕　□模様替　□色彩の変更）

	
	□開発行為　□土地の開墾　□土石の採取・鉱物の掘採
□土地の形質の変更　■木竹の伐採　□屋外における物件の堆積
□外観照明（□新設　□増設　□改設　□移設　□照明方式変更）

	変更内容
（変更の場合のみ）
	

	届出内容に
係る照会先
	住所・所在地：
氏名・事業所名：
電話番号：　　　　　　　　　担当者氏名：

	設計者
	住所・所在地：
氏名・事業所名：
電話番号：　　　　　　　　　担当者氏名：

	工事施工者
	住所・所在地：
氏名・事業所名：
電話番号：　　　　　　　　　担当者氏名：

	景観形成上
配慮した事項
	


＊該当する□に、✓印を記入してください。


（裏）
景観計画区域内行為（変更）届出書
	木竹の伐採
	目的：

	
	行為の面積（伐採面積）：　　　　　　　　㎡
	行為の種類（伐採の方法）：□皆伐　□択伐

	
	伐採する主な樹種：

	
	伐採後の措置：人工造林（　植栽　・　人工播種　）・天然更新（　ぼう芽更新　・　天然下種更新　）





景観形成基準適合チェックリスト【木竹の伐採】
	行為
	景観形成基準
	景観への配慮（申請者ご自身でご記入いただく欄）

チェック内容
（下欄のいずれか一つの□に✓が入らなければ「適合」とはなりません）

	木竹の伐採
	・道路等の公共の場から見える場所での伐採はできる限り避ける。やむを得ず伐採する場合には、伐採面積は必要最小限とするとともに、伐採の位置や方法、伐採後の植栽等で跡地等が目立たないよう配慮する。
	□地域を特徴づけている樹木や生垣等はできる限り保全する。
□現在地での保全が困難な場合は、移植や植栽を行う。
□伐採後の植栽は、周辺環境に影響のないよう地域に従前から
　多く育成する樹種や在来種を取り入れる。
□伐採後の植栽は、単一樹種を避け、様々な樹種や低木・地被
　植物等を組み合わせて行う。
□その他［具体的な配慮の内容］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□行為地は公共の場から見えない。

	適合
・
不適合
	



